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平成 25 年４月 25 日 

各  位 

会 社 名 山 加 電 業 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 三 森  茂 

 （JASDAQ･ｺｰﾄﾞ １７８９）  

問 合 せ 先 取 締 役 管 理 第 二 部 長 

役職・氏名         田中 英二 

電 話 番 号 ０３－５９５７－７６６１ 

 
 

平成 25 年９月期第２四半期累計期間（連結・個別）及び 

通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 25 年９月期（平成 24 年 10 月１日～平成 25 年９月 30 日）の第２四半期累計期間（連結・個別）及

び通期（連結・個別）の業績予想について、平成 24 年 11 月 13 日付当社「平成 24 年 9 月期 決算短信〔日

本基準〕（連結）」にて発表いたしました業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 
記 

 

１．平成 25 年９月期第２四半期累計期間業績予想の修正（平成 24 年 10 月１日～平成 25 年３月 31 日） 

 (1)業績予想の修正 

 ①連結業績予想 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 2,343 22 22 6 0.94

今回修正予想（Ｂ） 1,847 △26 △1 △8 △1.29

増 減 額（Ｂ－Ａ） △496 △48 △23 △14 ―

増 減 率（％） △21.2 ― ― ― ―

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年９月期第２四半期） 
1,561 90 104 77 12.16

 

②個別業績予想 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 1,909 △6 △4 △10 △1.57

今回修正予想（Ｂ） 1,400 △66 △62 △40 △6.31

増 減 額（Ｂ－Ａ） △509 △60 △58 △30 ―

増 減 率（％） △26.7 ― ― ― ―

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年９月期第２四半期） 
1,452 81 98 77 12.11

 



 

 2

 

(2)修正の理由について 

  ①連結業績 

当第２四半期累計期間における当社グループの事業環境は、柱とする電力事業は完工未達ながら

も効率化の推進が奏功し予定利益を確保したものの、内線事業では国内投資の回復遅れから、モバ

イル事業は完工時期の遅れから完工、利益ともに伸び悩みを見せました。 

他方、株式会社東京管理は予定どおり売上高と利益を残しました。 

この事から、売上高は４億９千６百万円減少し 18 億４千７百万円、営業損失は２千６百万円、経

常損失は１百万円、四半期純損失は８百万円となる見込みです。 

 

②個別業績 

個別業績予想につきましては、連結業績同様の理由から、売上高は５億９百万円減少し 14 億円、

営業損失は６千６百万円、経常損失は６千２百万円、四半期純損失は４千万円となる見込みです。 

 

 

 

２．平成 25 年９月期通期業績予想の修正（平成 24 年 10 月１日～平成 25 年９月 30 日） 

 (1)業績予想の修正 

 ①連結業績予想 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 4,545 94 94 75 11.78

今回修正予想（Ｂ） 4,273 61 62 45 7.07

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △272 △33 △32 △30 ―

増 減 率（％） △6.0 △35.1 △34.0 △40.0 ―

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年９月期通期） 
2,999 △46 △38 △71 △11.15

 

②個別業績予想 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 3,677 37 41 41 6.44

今回修正予想（Ｂ） 3,405 4 8 11 1.73

増 減 額（Ｂ－Ａ） △272 △33 △33 △30 ―

増 減 率（％） △7.4 △89.2 △80.5 △73.2 ―

（ご参考）前期実績 

（平成 24 年９月期通期） 
2,438 △76 △63 △80 △12.70

 

(2)修正理由 

  ①連結業績 

通期における売上高については、電力事業においてはほぼ予定通りの完工量の見通しに対して、

内線事業では価格競争から収益性は厳しさがまだ続くものの完工量は持ち直す事、モバイル事業で

は上期の完工遅れから完工高の増加が望める一方で、一時的な工事量増加に対して人員不足等から

施工費が高騰し利益圧迫をする事などから、売上高は２億７千２百万円減少し 42 億７千３百万円、

営業利益は６千１百万円、経常利益は６千２百万円、当期純利益は４千５百万円となる見込みです。 
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②個別業績 

個別業績予想につきましては、連結業績同様の理由から、売上高は２億７千２百万円減少し 34 億

５百万円、営業利益は４百万円、経常利益は８百万円、当期純利益は１千１百万円となる見込みで

す。 

 

 

３．配当について 

本業績予想の修正に伴う配当予想の修正はありません。 

 

以 上 

 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載した予想数値等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において当社が入手可能な情

報及び合理的と判断する一定の条件に基づき作成したものであり、リスクや不確定要素等の要因が含ま

れております。実際の業績は、今後、様々な要因によりこれら業績予想とは異なる結果となる可能性が

あります。 


